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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 第46期中 第47期中 第48期中 第46期 第47期

会計期間

自2017年
  10月１日
至2018年
  ３月31日

自2018年
  10月１日
至2019年
  ３月31日

自2019年
  10月１日
至2020年
  ３月31日

自2017年
  10月１日
至2018年
  ９月30日

自2018年
  10月１日
至2019年
  ９月30日

売上高 (千円) 312,831 325,950 303,977 658,020 681,408

経常利益又は経常損失

（△）
(千円) 8,061 13,529 △3,546 42,805 46,304

中間（当期）純利益又は

中間純損失（△）
(千円) 1,418 4,077 △6,652 27,090 26,430

持分法を適用した場合の

投資利益
(千円) － － － － －

資本金 (千円) 100,000 100,000 100,000 100,000 100,000

発行済株式総数 (株) 8,763 8,763 8,763 8,763 8,763

純資産額 (千円) 3,040,268 3,069,908 3,085,462 3,066,071 3,092,247

総資産額 (千円) 3,216,465 3,252,175 3,274,938 3,216,448 3,259,844

１株当たり純資産額 (円) 551,901 557,282 560,105 556,585 561,337

１株当たり中間（当期）

純利益又は１株当たり中

間純損失（△）

(円) 257 740 △1,207 4,917 4,797

潜在株式調整後１株当た

り中間（当期）純利益
(円) － － － － －

１株当たり配当額 (円) － － － － －

自己資本比率 (％) 94.5 94.3 94.2 95.3 94.8

営業活動による

キャッシュ・フロー
(千円) 31,815 53,329 30,410 47,574 77,454

投資活動による

キャッシュ・フロー
(千円) △43,914 △42,355 △20,616 △74,359 △80,285

財務活動による

キャッシュ・フロー
(千円) － － △600 － －

現金及び現金同等物の中

間期末（期末）残高
(千円) 114,824 111,112 106,501 100,139 97,307

従業員数

(人)

26 26 25 27 27

［外、平均臨時雇用者

数］
[57] [66] [66] [68] [65]

　（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりませんので、中間連結会計期間等に係る主要な経営指標等の推移に

ついては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、１株当たり中間（当期）純損失であり、また、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当中間会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内容に重要な変更はあ

りません。

 

３【関係会社の状況】

該当事項はありません。

 

４【従業員の状況】

(1)提出会社の状況

2020年３月31日現在
 

従業員数（人） 25 (66)

　（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当中間会計期間の平均人員を（　）外数で記載しており

ます。

２．当社は、ゴルフ場事業及びこれに付帯する業務の単一セグメントであるため、セグメント情報ごとに記

載しておりません。

(2）労働組合の状況

　労働組合は結成されておりませんが、労使関係は円満に推移しております。
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第２【事業の状況】

１【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

（1）経営方針、経営環境及び経営上の目標達成状況を判断するための客観的な指標等

　当中間会計期間において、当社が定めている経営方針、経営環境及び経営上の目標達成状況を判断するため

の客観的な指標等に重要な変更はありません。

（2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当中間会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更はございません。

　また、新たに生じた事業上及び財務上の対処すべき課題として、新型コロナウイルス感染症の流行により、

来場者及び売上高が減少しております。

　当社は、来場されるお客様の安全や衛生面にきめ細かく対応しながら、従業員の健康管理にも細心の注意を

払って参ります。

　一方、随時変化する世の中の情勢やお客様のニーズに素早く対応し、納得頂けるサービスや各種プランを提

供して参ります。

 

２【事業等のリスク】

　当中間会計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更があった事

項は、次のとおりです。

　なお、文中の将来に関する事項は、当中間会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　また、以下の見出しに付された項目番号は、前事業年度の有価証券報告書における「第一部　企業情報　第２　事

業の状況　２　事業等のリスク」の項目番号に対応したものです。

 

（5）感染症等の流行発生に係るリスク

　当社は新型コロナウイルスなどの感染症の拡大により、ゴルフ場の営業の自粛や予約枠の縮小をせざるを得

ないことで、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローに重要な影響を与える可能性があります。
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３【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)経営成績等の状況の概要

　当中間会計期間における当社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フロー（以下、「経営成績等」とい

う。）の状況の概要は次のとおりであります。

 

①財政状態及び経営成績の状況

　当中間会計期間におけるゴルフ場業界は、大型台風15号及び19号の度重なる上陸や新型コロナウイルス感染拡大

の影響により、厳しい経営環境にありました。

　このような状況のもと、当社におきましても、プライベートコンペの延期やキャンセル、プレー後パーティーの

中止、宿泊客の減少等が相次ぎ、大変厳しい状況となりました。

　これらの結果、当中間会計期間の業績は、来場者数36,391名（前年同期比3.5％減）、売上高303,977千円（前年

同期比6.8％減）、経常損失3,546千円（前年同期は経常利益13,529千円）となり、中間純損失6,652千円（前年同期

は中間純利益4,077千円）となりました。

　また、目標とする経営指標等につきましては、当中間会計期間において、目標来場者数37,340名に対し36,391名

の実績（目標達成率97.5％）となっております。

　セグメントの業績については、ゴルフ場事業及びこれに付帯する業務の単一セグメントであるため、記載を省略

しております。

 

②キャッシュ・フローの状況

当中間会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、長期預金の預入による支出や有形固

定資産の取得による支出があったものの、長期預金の払戻による収入及び前受金の増加等により、当中間会計期間

末には106,501千円となり、その結果、資金残高は前事業年度末に比べ9,193千円の増加となりました。なお、前年

同期と比べ4,611千円の減少となっております。

また、当中間会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間会計期間において営業活動の結果得られた資金は30,410千円（前年同期比43.0％減）となりました。

これは主に法人税等の支払額が11,687千円ありましたが、前受金の増加額20,462千円や減価償却費が16,816千円

あったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間会計期間において投資活動の結果使用した資金は20,616千円（前年同期比51.3％減）となりました。

これは主に長期預金の払戻による収入105,000千円がありましたが、長期預金の預入による支出110,000千円や有

形固定資産の取得による支出15,616千円があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間会計期間において財務活動の結果使用した資金は600千円（前年同期はなし）となりました。

これは会員預り金の返還による支出600千円によるものであります。
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③仕入及び販売の実績

　当社は、ゴルフ場事業及びこれに付帯する業務の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載に代えて品

目別に示しております。

 

ａ．商品仕入実績

　当中間会計期間の商品仕入実績を品目別に示すと次のとおりであります。

品目別
当中間会計期間

（自 2019年10月１日
至 2020年３月31日）

前年同期比（％）

レストラン食材（千円） 29,874 △4.1

プロショップ商品（千円） 5,405 ＋0.2

合計（千円） 35,279 △3.5

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

ｂ．販売実績

　当中間会計期間の販売実績を品目別に示すと次のとおりであります。

品目別
当中間会計期間

（自 2019年10月１日
至 2020年３月31日）

前年同期比（％）

プレー収入   

グリーンフィー（千円） 103,209 △7.7

カートフィー（千円） 72,540 △3.6

ロッカーフィー他（千円） 2,896 △8.1

その他（千円） 4,357 △22.7

プレー収入計（千円） 183,003 △6.5

レストラン収入（千円） 85,137 △8.3

登録料収入（千円） 3,480 ＋6.4

商品売上収入（千円） 5,770 △14.9

年会費収入（千円） 25,022 △2.4

その他の収入   

ロッカー専有料（千円） 1,565 △4.9

その他収入計（千円） 1,565 △4.9

合計（千円） 303,977 △6.8

（注）１．上記の金額は、ゴルフ場利用税を含まない実績収入によるものであります。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(2)経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容

経営者の視点による当社の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容は次のとおりであります。

なお、文中の将来に関する事項は、当中間会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

①重要な会計方針及び見積り

　当社の財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して作成されておりま

す。

　当社は、以下の会計方針が当社の財務諸表の作成において使用される当社の重要な見積もりと判断に大きな影響

を及ぼすものと認識しております。

ａ．貸倒引当金

　当社は、債権の貸倒による損失に備えるため一般債権については、貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の

債権については、個別に回収可能性を勘案し回収不能見込額を計上しております。当中間会計期間においては、

長期滞留債権（年会費の過年度未徴収分）について貸倒引当金を設定しております。

ｂ．税効果会計

　当社は、繰延税金資産の回収可能性を検討した結果、将来の課税所得の見込み及びスケジューリングに基づ

き、回収可能性を十分に検討し、回収可能な額を計上しております。

②当中間会計期間の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容

ａ．財政状態

（流動資産）

　当中間会計期間末における流動資産の残高は、504,749千円（前事業年度末は497,471千円）となり7,277千円

の増加となりました。主な要因は現金及び預金の増加9,193千円であります。

（固定資産）

　当中間会計期間末における固定資産の残高は、2,770,189千円（前事業年度末は2,762,372千円）となり7,816

千円の増加となりました。主な要因は長期預金の増加5,000千円及び有形固定資産の増加4,405千円によるもので

あります。

（流動負債）

　当中間会計期間末における流動負債の残高は、103,419千円（前事業年度末は89,611千円）となり、13,807千

円の増加となりました。主な要因は未払法人税等の減少10,291千円があったものの、前受金の増加20,462千円に

よるものであります。

（固定負債）

　当中間会計期間末における固定負債の残高は、86,056千円（前事業年度末は77,984千円）となり、8,071千円

の増加となりました。主な要因は役員退職慰労引当金の増加6,674千円によるものであります。

（純資産）

　当中間会計期間末は、3,085,462千円（前事業年度末は3,092,247千円）となり、6,785千円の減少となりまし

た。主な要因は繰越利益剰余金の減少6,652千円によるものであります。

ｂ．経営成績等

　「第２　事業の状況　３　経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析　(1)経営

成績等の状況の概要　①財政状態及び経営成績の状況」をご参照下さい。

ｃ．キャッシュ・フローの状況

　「第２　事業の状況　３　経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析　(1)経営

成績等の状況の概要　②キャッシュ・フローの状況」を参照して下さい。
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③資本の財源及び資本の流動性

　当社の資金需要は運転資金需要と設備投資資金需要があります。運転資金需要の主なものは食材の仕入れ、コー

ス維持管理に伴う肥料や消耗品の他、販売費及び一般管理費等の営業費用であり、これらの資金は自己資金で賄う

ことを基本としております。

　また、設備投資資金需要の主なものはゴルフ場付属設備及びコース管理用機械等に関する投資であり、これらの

資金も自己資金で賄うことを基本としております。

 

 

４【経営上の重要な契約等】

　当中間会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

５【研究開発活動】

　特に記載すべき事項はありません。
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第３【設備の状況】

１【主要な設備の状況】

　当中間会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

２【設備の新設、除却等の計画】

　前事業年度末において、計画中又は実施中の重要な設備の新設、除却等はありません。

また、当中間会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 5,900

劣後株式 6,900

計 12,800

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在
発行数（株）

（2020年３月31日）

提出日現在
発行数（株）

（2020年６月29日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,413 5,413 なし （注）１、３、４、５

劣後株式 3,350 3,350 なし （注）２、３、４、５

計 8,763 8,763 － －

　（注）１．権利内容に限定のない当社における標準となる株式であります。なお、発行済株式のうち、倶楽部

規約に基づき当社の経営するゴルフ場の会員となる資格を有する株式は2,693株であります。

２．当社が利益の配当又は残余財産の分配をするときは、劣後株式に先立って普通株式に配当又は分配を

なし、普通株式１株の利益の配当額又は残余財産の分配額は、劣後株式35株の配当額又は分配額と同

等とするものであります。

３．当社の株式の譲渡または取得については、取締役会の承認を要する旨定款に定めております。

４．会社法第322条第２項に規定する定款の定めの有無

会社法第322条第２項に規定する定款の定めはありません。

５．当社は単元株制度を採用しておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の状況】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
 

（千円）

資本金残高
 

（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

 2019年10月１日～

　2020年３月31日
－ 8,763 － 100,000 － 232,098
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（５）【大株主の状況】

  2020年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合（％）

株式会社明智ゴルフ倶楽部 岐阜県恵那市明智町吉良見字西山980番地の２ 1,992 22.73

株式会社可児ゴルフ倶楽部 岐阜県可児市久々利向平221番地の２ 1,730 19.74

株式会社房総カントリークラブ 千葉県長生郡睦沢町妙楽寺字直沢2300番地 1,666 19.01

一般社団法人有報倶楽部 茨城県笠間市池野辺2523番地 770 8.78

株式会社オービック 東京都中央区京橋二丁目４番15号 10 0.11

双日株式会社 東京都港区赤坂六丁目１番20号 5 0.05

図南印版株式会社 東京都中央区湊一丁目２番７号 4 0.04

計 － 6,177 70.48

（注）上位８番目の大株主が多いため、記載を省略しております。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

2020年３月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他）
普通株式　 5,413 5,413

権利内容に限定のない当社

における標準となる株式

劣後株式　 3,350 3,350 （注）

発行済株式総数 8,763 － －

総株主の議決権 － 8,763 －

（注）劣後株式の内容は以下のとおりであります。

当社が利益の配当又は残余財産の分配をするときは、劣後株式に先立って普通株式に配当又は分配をな

し、普通株式１株の利益の配当額又は残余財産の分配額は、劣後株式35株の配当額又は分配額と同等とす

るものであります。

②【自己株式等】

該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．中間財務諸表の作成方法について

　当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和52年大蔵省令第38号）

に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間会計期間（2019年10月１日から2020年３月31日

まで）の中間財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人により中間監査を受けております。

 

３．中間連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、中間連結財務諸表を作成しておりません。
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１【中間財務諸表等】

（１）【中間財務諸表】

①【中間貸借対照表】

  (単位：千円)

 
前事業年度

(2019年９月30日)
当中間会計期間
(2020年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 457,307 466,501

売掛金 21,748 17,449

たな卸資産 12,987 14,673

その他 5,428 6,125

流動資産合計 497,471 504,749

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） ※２ 105,142 ※２ 100,787

構築物（純額） 75,371 71,120

コース勘定 1,194,310 1,194,310

土地 ※２ 738,173 ※２ 738,173

その他（純額） 54,308 67,320

有形固定資産合計 ※１ 2,167,308 ※１ 2,171,713

無形固定資産 1,528 1,528

投資その他の資産   

長期預金 480,000 485,000

投資有価証券 92,035 91,903

関係会社株式 1,700 1,700

長期滞留債権 6,745 7,734

繰延税金資産 7,009 5,305

その他 10,940 10,940

貸倒引当金 △4,896 △5,638

投資その他の資産合計 593,535 596,946

固定資産合計 2,762,372 2,770,189

資産合計 3,259,844 3,274,938

負債の部   

流動負債   

買掛金 7,999 6,899

未払金 22,553 29,820

未払法人税等 11,687 1,396

未払消費税等 8,863 7,804

引当金 5,933 5,897

その他 32,574 51,602

流動負債合計 89,611 103,419

固定負債   

退職給付引当金 37,212 39,209

役員退職慰労引当金 33,372 40,047

入会預り保証金 7,400 6,800

固定負債合計 77,984 86,056

負債合計 167,596 189,475
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  (単位：千円)

 
前事業年度

(2019年９月30日)
当中間会計期間
(2020年３月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 100,000 100,000

資本剰余金   

資本準備金 232,098 232,098

その他資本剰余金 2,012,554 2,012,554

資本剰余金合計 2,244,653 2,244,653

利益剰余金   

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 747,832 741,179

利益剰余金合計 747,832 741,179

株主資本合計 3,092,485 3,085,832

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △238 △370

評価・換算差額等合計 △238 △370

純資産合計 3,092,247 3,085,462

負債純資産合計 3,259,844 3,274,938
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②【中間損益計算書】

  (単位：千円)

 
前中間会計期間
(自 2018年10月１日
　至 2019年３月31日)

当中間会計期間
(自 2019年10月１日
　至 2020年３月31日)

売上高 325,950 303,977

売上原価 236,019 229,046

売上総利益 89,930 74,931

販売費及び一般管理費 74,233 75,482

営業利益又は営業損失（△） 15,696 △550

営業外収益 ※２ 1,517 ※２ 741

営業外費用 3,683 3,737

経常利益又は経常損失（△） 13,529 △3,546

特別損失 1,147 －

税引前中間純利益又は税引前中間純損失（△） 12,382 △3,546

法人税、住民税及び事業税 7,755 1,402

法人税等調整額 549 1,704

法人税等合計 8,305 3,106

中間純利益又は中間純損失（△） 4,077 △6,652
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③【中間株主資本等変動計算書】

前中間会計期間（自 2018年10月１日　至 2019年３月31日）

      (単位：千円)

 株主資本

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計 
資本準備金

その他資本剰
余金

資本剰余金合計

その他利益剰
余金

利益剰余金合計
 繰越利益剰余金

当期首残高 100,000 232,098 2,012,554 2,244,653 721,402 721,402 3,066,055

当中間期変動額        

中間純利益     4,077 4,077 4,077

株主資本以外の項目の当中
間期変動額（純額）

       

当中間期変動額合計 － － － － 4,077 4,077 4,077

当中間期末残高 100,000 232,098 2,012,554 2,244,653 725,479 725,479 3,070,132

 
    

 評価・換算差額等
純資産合計

 
その他有価証
券評価差額金

評価・換算差
額等合計

当期首残高 16 16 3,066,071

当中間期変動額    

中間純利益   4,077

株主資本以外の項目の当中
間期変動額（純額）

△241 △241 △241

当中間期変動額合計 △241 △241 3,836

当中間期末残高 △224 △224 3,069,908
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当中間会計期間（自 2019年10月１日　至 2020年３月31日）

      (単位：千円)

 株主資本

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計 
資本準備金

その他資本剰
余金

資本剰余金合計

その他利益剰
余金

利益剰余金合計
 繰越利益剰余金

当期首残高 100,000 232,098 2,012,554 2,244,653 747,832 747,832 3,092,485

当中間期変動額        

中間純損失（△）     △6,652 △6,652 △6,652

株主資本以外の項目の当中
間期変動額（純額）

       

当中間期変動額合計 － － － － △6,652 △6,652 △6,652

当中間期末残高 100,000 232,098 2,012,554 2,244,653 741,179 741,179 3,085,832

 
    

 評価・換算差額等
純資産合計

 
その他有価証
券評価差額金

評価・換算差
額等合計

当期首残高 △238 △238 3,092,247

当中間期変動額    

中間純損失（△）   △6,652

株主資本以外の項目の当中
間期変動額（純額）

△132 △132 △132

当中間期変動額合計 △132 △132 △6,785

当中間期末残高 △370 △370 3,085,462
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④【中間キャッシュ・フロー計算書】

  (単位：千円)

 
前中間会計期間
(自 2018年10月１日
　至 2019年３月31日)

当中間会計期間
(自 2019年10月１日
　至 2020年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前中間純利益又は税引前中間純損失（△） 12,382 △3,546

減価償却費 16,670 16,816

固定資産除却損 6 －

賞与引当金の増減額（△は減少） △140 △36

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,562 1,997

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6,832 6,674

貸倒引当金の増減額（△は減少） 720 741

受取利息及び受取配当金 △36 △40

売上債権の増減額（△は増加） △2,036 3,309

たな卸資産の増減額（△は増加） △545 △1,685

その他の流動資産の増減額（△は増加） △543 △703

仕入債務の増減額（△は減少） △876 △1,099

未払金の増減額（△は減少） 1,500 1,661

未払費用の増減額（△は減少） △525 △1,113

未払消費税等の増減額（△は減少） 2,268 △1,059

前受金の増減額（△は減少） 20,127 20,462

その他の流動負債の増減額（△は減少） △80 △321

小計 57,288 42,057

利息及び配当金の受取額 36 40

法人税等の支払額 △3,995 △11,687

営業活動によるキャッシュ・フロー 53,329 30,410

投資活動によるキャッシュ・フロー   

長期預金の預入による支出 △55,000 △110,000

長期預金の払戻による収入 25,000 105,000

有形固定資産の取得による支出 △12,355 △15,616

投資活動によるキャッシュ・フロー △42,355 △20,616

財務活動によるキャッシュ・フロー   

会員預り金の返還による支出 － △600

財務活動によるキャッシュ・フロー － △600

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 10,973 9,193

現金及び現金同等物の期首残高 100,139 97,307

現金及び現金同等物の中間期末残高 111,112 106,501
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【注記事項】

（重要な会計方針）

１．資産の評価基準及び評価方法

(1)有価証券

①子会社株式及び関連会社株式

移動平均法による原価法

②その他有価証券

時価のあるもの

　中間決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移

動平均法により算定）

時価のないもの

　移動平均法による原価法

(2)たな卸資産

最終仕入原価法による原価法

（貸借対照表価額は収益性低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

２．固定資産の減価償却の方法

(1)有形固定資産（リース資産を除く）

①定率法によっております。ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに

2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用しております。

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物　　　　10～60年

構築物　　　３～50年

②少額減価償却資産

　取得価額が10万円以上20万円未満の資産については、３年間均等償却によっております。

(2)無形固定資産（リース資産を除く）

定額法によっております。

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づいております。

(3)リース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。

３．引当金の計上基準

(1)貸倒引当金

債権の貸倒による損失に備えるため一般債権については、貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権

については、個別に回収可能性を勘案し回収不能見込額を計上しております。

(2)賞与引当金

従業員の賞与の支払に備えるため、賞与支給見込額の当中間会計期間負担額を計上しております。

(3)退職給付引当金

総合職及び一般職の従業員の退職金に備えるため、当中間会計期間末における退職給付債務の見込額（簡便

法）に基づき、中間会計期間末において発生していると認められる額を計上しております。

(4)役員退職慰労引当金

役員の退職慰労金の支出に備えるため、役員退職慰労金規程に基づく中間会計期間末における要支給額を計

上しております。

４．中間キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）は、手許現金、随時引き出し可能な預金及

び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から３ヶ月以内に償還

期限の到来する短期投資からなっております。

５．その他中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項

　消費税等の会計処理

　消費税等の会計処理は税抜方式によっております。仮払消費税等及び仮受消費税等は相殺し、相殺後の金額

は流動負債の「未払消費税等」として表示しております。
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（追加情報）

　新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、当社においても来場者及び売上高が減少する等、業績に影響が出てお

ります。

　そのため、繰延税金資産の回収可能性の判断について、新型コロナウイルス感染拡大の影響が2020年秋頃まで

続くものと仮定して、繰延税金資産の回収可能性等の会計上の見積りを行っております。

 

 

（中間貸借対照表関係）

※１ 有形固定資産の減価償却累計額

前事業年度
（2019年９月30日）

当中間会計期間
（2020年３月31日）

2,470,124千円 2,486,940千円

 

※２ 担保資産

担保に供している資産は、次のとおりであります。

 
前事業年度

（2019年９月30日）
当中間会計期間
（2020年３月31日）

建物 92,605千円 88,299千円

土地 727,534千円 727,534千円

計 820,139千円 815,834千円

担保資産に対応する債務はありません。

なお、上記資産は、根抵当権（極度額900,000千円）が設定されております。

 

 

（中間損益計算書関係）

１　減価償却実施額

 

 
前中間会計期間

（自 2018年10月１日
至 2019年３月31日）

 

 
当中間会計期間

（自 2019年10月１日
至 2020年３月31日）

 
有形固定資産 16,670千円 16,816千円

 

※２　営業外収益のうち重要なもの

 

 
前中間会計期間

（自 2018年10月１日
至 2019年３月31日）

 

 
当中間会計期間

（自 2019年10月１日
至 2020年３月31日）

 
受取利息 14千円 18千円

償却債権取立益 306千円 127千円
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（中間株主資本等変動計算書関係）

前中間会計期間（自 2018年10月１日　至 2019年３月31日）

１．発行済株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当中間会計期間末

普通株式　（株） 5,413 － － 5,413

劣後株式　（株） 3,350 － － 3,350

合計　（株） 8,763 － － 8,763

 

２．自己株式に関する事項

 該当事項はありません。

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

　該当事項はありません。

 

当中間会計期間（自 2019年10月１日　至 2020年３月31日）

１．発行済株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当中間会計期間末

普通株式　（株） 5,413 － － 5,413

劣後株式　（株） 3,350 － － 3,350

合計　（株） 8,763 － － 8,763

 

２．自己株式に関する事項

 該当事項はありません。

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

　該当事項はありません。

 

（中間キャッシュ・フロー計算書関係）

現金及び現金同等物の中間期末残高と中間貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 

 
前中間会計期間

（自 2018年10月１日
至 2019年３月31日）

 

 
当中間会計期間

（自 2019年10月１日
至 2020年３月31日）

 
現金及び預金勘定 551,112千円 466,501千円

預入期間３ヶ月超の定期預金 △440,000千円 △360,000千円

現金及び現金同等物 111,112千円 106,501千円
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（リース取引関係）

　該当事項はありません。

 

（金融商品関係）

金融商品の時価等に関する事項

中間貸借対照表計上額（貸借対照表計上額）、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次の表には含まれておりません。(注２参照)

 

前事業年度（2019年９月30日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 
貸借対照表
計上額

時価 差額

(1)現金及び預金 457,307 457,307 －

(2)長期預金（定期預金） 480,000 480,009 9

(3)投資有価証券

　　その他有価証券
1,182 1,182 －

 

（注１）金融商品の時価の算定方法に関する事項

(1)現金及び預金

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、帳簿価額によっておりま

す。

(2)長期預金（定期預金）

　時価は、新規に同様の預入を行った場合に想定される利率で元利金の合計額を割り引いて算出する方法

によっております。

(3)投資有価証券

　これらの時価については、株式は取引所の価格によっております。

　また、保有目的ごとの有価証券に関する事項については、注記事項「有価証券関係」をご参照下さい。

 

（注２）時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 貸借対照表計上額

(1)投資有価証券　（非上場株式） 90,853

(2)関係会社株式 1,700

(1)投資有価証券（非上場株式）については、市場価格がなく、かつ、将来キャッシュ・フローを見積る

ことができず、時価を把握することが極めて困難と認められるため、「(3)投資有価証券 その他有価

証券」に含めておりません。

(2)関係会社株式については、市場価格がなく、かつ、将来キャッシュ・フローを見積ることができず、

時価を把握することが極めて困難と認められるため、時価を表示しておりません。
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当中間会計期間（2020年３月31日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 
中間貸借対照表
計上額

時価 差額

(1)現金及び預金 466,501 466,501 －

(2)長期預金（定期預金） 485,000 485,023 23

(3)投資有価証券

　　その他有価証券
1,050 1,050 －

 

（注１）金融商品の時価の算定方法に関する事項

(1)現金及び預金

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、帳簿価額によっておりま

す。

(2)長期預金（定期預金）

　時価は、新規に同様の預入を行った場合に想定される利率で元利金の合計額を割り引いて算出する方法

によっております。

(3)投資有価証券

　これらの時価については、株式は取引所の価格によっております。

　また、保有目的ごとの有価証券に関する事項については、注記事項「有価証券関係」をご参照下さい。

 

（注２）時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 中間貸借対照表計上額

(1)投資有価証券　（非上場株式） 90,853

(2)関係会社株式 1,700

(1)投資有価証券（非上場株式）については、市場価格がなく、かつ、将来キャッシュ・フローを見積る

ことができず、時価を把握することが極めて困難と認められるため、「(3)投資有価証券 その他有価

証券」に含めておりません。

(2)関係会社株式については、市場価格がなく、かつ、将来キャッシュ・フローを見積ることができず、

時価を把握することが極めて困難と認められるため、時価を表示しておりません。
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（有価証券関係）

　　その他有価証券

前事業年度　（2019年９月30日）

 種類
貸借対照表計上額
（千円）

取得原価
（千円）

差額
（千円）

貸借対照表計上額が取得

原価を超えるもの

(1)株式 － － －

(2)債券    

　①国債・地方債等 － － －

　②社債 － － －

　③その他 － － －

(3)その他 － － －

小計 － － －

貸借対照表計上額が取得

原価を超えないもの

(1)株式 1,182 1,420 △238

(2)債券    

　①国債・地方債等 － － －

　②社債 － － －

　③その他 － － －

(3)その他 － － －

小計 1,182 1,420 △238

合計 1,182 1,420 △238

　　　（注）非上場株式等（貸借対照表計上額92,553千円）については、市場価格がなく、時価を把握すること

が極めて困難と認められることから、上表の「その他有価証券」には含めておりません。

 

当中間会計期間　（2020年３月31日）

 種類
中間貸借対照表
計上額（千円）

取得原価
（千円）

差額
（千円）

中間貸借対照表計上額が

取得原価を超えるもの

(1)株式 － － －

(2)債券    

　①国債・地方債等 － － －

　②社債 － － －

　③その他 － － －

(3)その他 － － －

小計 － － －

中間貸借対照表計上額が

取得原価を超えないもの

(1)株式 1,050 1,420 △370

(2)債券    

　①国債・地方債等 － － －

　②社債 － － －

　③その他 － － －

(3)その他 － － －

小計 1,050 1,420 △370

合計 1,050 1,420 △370

　　　（注）非上場株式等（中間貸借対照表計上額92,553千円）については、市場価格がなく、時価を把握する

ことが極めて困難と認められることから、上表の「その他有価証券」には含めておりません。
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（デリバティブ取引関係）

該当事項はありません。

 

 

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。

 

 

（持分法損益等）

該当事項はありません。

 

 

（企業結合等関係）

該当事項はありません。

 

 

（資産除去債務関係）

該当事項はありません。

 

 

（賃貸等不動産関係）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間会計期間（自 2018年10月１日　至 2019年３月31日）

当社は、ゴルフ場事業及びこれに付帯する業務の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当中間会計期間（自 2019年10月１日　至 2020年３月31日）

当社は、ゴルフ場事業及びこれに付帯する業務の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

【関連情報】

Ⅰ　前中間会計期間（自 2018年10月１日　至 2019年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

　単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、記

載を省略しております。

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

　本邦の外部顧客への売上高に区分した金額が中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、地域ごと

の売上高の記載を省略しております。

(2）有形固定資産

　本邦に所在している有形固定資産の金額が中間貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるた

め、地域ごとの有形固定資産の記載を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

　外部顧客への売上高のうち、中間損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省

略しております。

 

Ⅱ　当中間会計期間（自 2019年10月１日　至 2020年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

　単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、記

載を省略しております。

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

　本邦の外部顧客への売上高に区分した金額が中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、地域ごと

の売上高の記載を省略しております。

(2）有形固定資産

　本邦に所在している有形固定資産の金額が中間貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるた

め、地域ごとの有形固定資産の記載を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

　外部顧客への売上高のうち、中間損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省

略しております。

 

EDINET提出書類

株式会社笠間ゴルフクラブ(E04684)

半期報告書

27/32



【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前中間会計期間（自 2018年10月１日　至 2019年３月31日）

該当事項はありません。

 

当中間会計期間（自 2019年10月１日　至 2020年３月31日）

該当事項はありません。

 

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前中間会計期間（自 2018年10月１日　至 2019年３月31日）

該当事項はありません。

 

当中間会計期間（自 2019年10月１日　至 2020年３月31日）

該当事項はありません。

 

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前中間会計期間（自 2018年10月１日　至 2019年３月31日）

該当事項はありません。

 

当中間会計期間（自 2019年10月１日　至 2020年３月31日）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

 
前中間会計期間

（自 2018年10月１日
至 2019年３月31日）

当中間会計期間
（自 2019年10月１日
至 2020年３月31日）

１株当たり中間純利益又は１株当たり中間

純損失（△）
740.15円 △1,207.70円

（算定上の基礎）   

中間純利益又は中間純損失（△）（千円） 4,077 △6,652

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る中間純利益又は中間純損失

（△）（千円）
4,077 △6,652

普通株式の期中平均株式数（株） 5,413 5,413

劣後株式の期中平均株式数（株）　　（注）

（普通株式換算後）
95 95

　計 5,508 5,508

（注）１．当社が利益又は残余財産の分配をするときは、劣後株式に先立って普通株式に配当又は分配をなし、普通株式

１株の利益の配当額又は残余財産の分配額は、劣後株式35株の配当額と同等とするものであります。

　　　２．当中間会計期間の潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、１株当たり中間純損失であり、また、潜

在株式が存在しないため記載しておりません。なお、前中間会計期間の潜在株式調整後の１株当たり中間純利

益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

 
前事業年度

（2019年９月30日）
当中間会計期間
（2020年３月31日）

１株当たり純資産額 561,337円42銭 560,105円72銭

（算定上の基礎）   

純資産の部の合計額（千円） 3,092,247 3,085,462

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） － －

普通株式に係る中間期末（期末）の純資産額

（千円）
3,092,247 3,085,462

１株当たり純資産額の算定に用いられた中間期末

（期末）の普通株式の数（株）
5,413 5,413

１株当たり純資産額の算定に用いられた中間期末

（期末）の劣後株式の数（株）　　　　（注）

（普通株式換算後）

95 95

　計 5,508 5,508

（注）当社が利益又は残余財産の分配をするときは、劣後株式に先立って普通株式に配当又は分配をなし、普通株式１株

の利益の配当額又は残余財産の分配額は、劣後株式35株の配当額と同等とするものであります。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

（２）【その他】

　該当事項はありません。
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第６【提出会社の参考情報】
　当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

(1)有価証券報告書及びその添付書類

事業年度（第47期）（自 2018年10月１日　至 2019年９月30日）2019年12月24日関東財務局長に提出。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の中間監査報告書

 

  2020年６月29日

株式会社笠間ゴルフクラブ   

 

 取締役会　御中  

 

 EY新日本有限責任監査法人  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 大橋　正明　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 倉持　直樹　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて
いる株式会社笠間ゴルフクラブの2019年10月１日から2020年９月30日までの第48期事業年度の中間会計期間（2019年10月
１日から2020年３月31日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等変動
計算書、中間キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針及びその他の注記について中間監査を行った。
 
中間財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表を作成
し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し有用な
情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した中間監査に基づいて、独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明す
ることにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を行っ
た。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判
断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得るために、中間監査に係る監査計画を策定し、これ
に基づき中間監査を実施することを求めている。
　中間監査においては、中間財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するために年度監査と比べて監査手続の一
部を省略した中間監査手続が実施される。中間監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による中間財務諸表
の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて、分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続が選択
及び適用される。中間監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リ
スク評価の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と有用な情報の表示
に関連する内部統制を検討する。また、中間監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によっ
て行われた見積りの評価も含め中間財務諸表の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
 
中間監査意見
　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠し
て、株式会社笠間ゴルフクラブの2020年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間（2019年10月
１日から2020年３月31日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認め
る。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　　上
 

　（※）１．上記は中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（半期報告書提出
会社）が別途保管しております。
２．ＸＢＲＬデータは中間監査の対象には含まれていません。
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